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H､NJSK　浄化槽にいがた

≡三三三き竿_蛋
史なる向トに努めてまいります

小田島　繁信会長
新潟県県民生活･環境部廃棄物対策課

安中　康裕課長

謹
ん
で
新
年
の
お
慶
び
を
申
し
上
げ

ま
す
｡協
会
の
運
営
に
つ
き
ま
し
て
は
､
会

員
の
皆
様
を
は
じ
め
行
政
及
び
関
係
団

体
か
ら
ご
理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
き

厚
-
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
｡

昨
年
は
､
三
月
十
一
日
の
東
北
の
大

地
震
'
翌
十
二
日
の
長
野
県
北
部
地

震
'
そ
し
て
七
月
の
新
潟
･
福
島
豪
雨

と
大
き
な
災
害
に
よ
-
､
甚
大
な
被
害

が
発
生
し
た
年
で
あ
-
ま
し
た
｡
当
協

会
と
し
ま
し
て
も
会
員
の
協
力
を
得

て
､
ま
た
'
全
浄
連
等
関
係
団
体
と
も

連
携
を
図
-
な
が
ら
､
被
災
地
支
援
に

取
組
ん
だ
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
｡

一
方
で
'
今
後
に
繋
が
る
動
き
も
い

-
つ
か
あ
り
ま
し
た
｡
待
望
の
　
｢
新
潟

県
汚
水
処
理
施
設
整
備
構
想
｣
が
三
月

公
表
さ
れ
ま
し
た
｡
汚
水
処
理
施
設
と

し
て
合
併
処
理
浄
化
槽
も
積
極
的
に
評

価
す
る
も
の
で
あ
-
'
今
後
の
浄
化
槽

整
備
事
業
の
推
進
に
期
待
を
抱
か
せ
る

内
容
と
な
っ
て
お
り
ま
す
｡

維
持
管
理
や
施
工
の
業
務
従
事
者
研

修
等
の
事
業
に
つ
い
て
は
'
施
工
研
修

会
や
採
水
員
研
修
会
を
中
心
に
従
来
に

も
増
し
て
充
実
し
た
も
の
に
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
｡

新
し
い
年
に
当
た
り
､
こ
れ
ま
で
の

敬
-
組
み
を
踏
ま
え
な
が
ら
､
引
き
続

き
､
合
併
処
理
浄
化
槽
の
整
備
促
進
と

浄
化
槽
の
施
工
'
維
持
管
理
等
の
技
術

力
の
向
上
を
重
点
に
協
会
事
業
の
充
実

を
図
る
よ
う
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
｡

ま
た
'
懸
案
と
な
っ
て
い
る
新
制
度

で
の
法
人
移
行
に
つ
い
て
は
､
移
行
認

可
申
請
の
中
心
と
な
る
定
款
変
更
､
公

益
目
的
支
出
計
画
等
に
つ
い
て
'
県
所

管
課
等
と
協
議
を
進
め
て
お
り
'
今
後

開
催
さ
れ
る
理
事
会
'
総
会
を
経
て
､

本
年
夏
ま
で
に
申
請
す
る
こ
と
と
し
て

お
-
ま
す
｡

本
年
も
役
員
一
同
､
協
会
運
営
に
積

極
的
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
の

で
､
特
段
の
ご
理
解
'
ご
支
援
を
賜
-

ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
｡

終
わ
-
に
､
新
し
い
年
が
皆
様
に
と

り
ま
し
て
'
よ
-
良
い
年
で
あ
り
ま
す

よ
う
祈
念
い
た
し
ま
し
て
年
頭
の
ご
挨

拶
と
い
た
し
ま
す
｡

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
｡

社
団
法
人
新
潟
県
浄
化
槽
整
備
協
会

の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
'
平
素
よ

-
浄
化
槽
行
政
の
推
進
に
対
し
'
格
別

の
御
理
解
と
御
協
力
を
賜
-
深
く
感
謝

し
ま
す
｡

‥一

貴
協
会
に
お
か
れ
ま
し
て
は
､
｢
浄

化
槽
の
普
及
促
進
｣
と
｢
適
正
な
維
持

管
理
｣
を
通
じ
､
県
民
の
皆
様
の
快
適

で
衛
生
的
な
生
活
の
確
保
に
'
日
々
御

尽
力
を
い
た
だ
い
て
い
る
こ
と
に
対

し
'
探
-
敬
意
を
表
し
ま
す
｡

ま
ず
'
浄
化
槽
を
め
ぐ
る
動
向
に
つ

い
て
申
し
上
げ
ま
す
｡

平
成
二
十
三
年
度
政
府
予
算
に
お
い

て
､
単
独
処
理
浄
化
槽
撤
去
費
用
に
対

す
る
補
助
対
象
が
拡
大
さ
れ
､
施
工
上

の
制
約
に
よ
-
単
独
処
理
浄
化
槽
の
撤

去
跡
地
に
合
併
処
理
浄
化
槽
が
設
置
で

き
な
い
場
合
に
あ
っ
て
も
'
同
一
敷
地

内
に
浄
化
槽
が
設
置
さ
れ
る
場
合
で
あ

れ
ば
､
撤
去
費
の
助
成
対
象
と
な
り
ま

し
た
｡来
年
度
予
算
に
お
い
て
は
'
平
成

二
十
二
年
度
'
平
成
二
十
三
年
度
の
モ

デ
ル
事
業
と
し
て
実
施
さ
れ
て
い
た
低

炭
素
社
会
対
応
型
浄
化
槽
整
備
推
進
事

莱
(
補
助
率
二
分
の
一
(
通
常
は
三
分

の
一
)
)
　
が
延
長
さ
れ
る
方
向
で
調
整

が
行
わ
れ
て
い
る
と
聞
い
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
｡

ま
た
'
地
域
の
自
由
裁
量
を
拡
大
す

る
た
め
､
平
成
二
十
三
年
度
か
ら
都
道

府
県
に
つ
い
て
導
入
さ
れ
た
地
域
自
主

戟
略
交
付
金
(
い
わ
ゆ
る
一
括
交
付

金
)
　
に
つ
い
て
'
来
年
度
か
ら
政
令
指

定
都
市
に
導
入
さ
れ
る
予
定
と
聞
い
て

お
り
ま
す
｡

県
と
し
て
は
､
こ
れ
ら
の
動
き
も
踏

ま
え
て
'
浄
化
槽
の
整
備
を
主
体
的
に

行
う
市
町
村
と
の
連
携
･
協
力
へ
普
及

啓
発
等
の
取
組
を
推
進
し
て
ま
い
り

)

ま
す
｡一
方
､
新
潟
県
の
平
成
二
十
二
年
度

の
十
一
条
検
査
の
受
検
率
に
つ
い
て

は
'
六
十
九
･
七
%
と
前
年
度
受
検
率

の
水
準
を
維
持
し
て
お
-
､
皆
様
方
の

努
力
の
た
ま
も
の
と
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
｡皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
も
'
浄
化
槽

の
普
及
促
進
と
そ
の
信
頼
性
確
保
に
御

尽
力
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
｡

終
わ
り
に
'
皆
様
方
の
益
々
の
御
健

勝
と
御
発
展
を
祈
念
い
た
し
ま
し
て
新

年
の
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
｡
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NJSK　浄化槽にいがた(2)

市町村名 佻ﾉ�g����� 洞諜｣ｲ� ����≡詩凝褒東泉■誉… 勍..≡=..:.酸さ滋 剴Z≡■妻…■二 ��≡...~H22 �� 唸��������結. 

･■■華本 ■翠琴 ��≡.藩 =冨 ��≡≡.......個二九 ･~iLJ,LA. �� �� 

≡≡..≡:...涛牽麟祭....:. ���粨,H��.����粤｢粨�����ﾒ粐粨��/�h�罔ｨ�b��剪��� �� 
≡....._誕置 �� �� 

新潟市 塔�絣R�1.9% ��ｲ���ｲ���C����

長岡市 涛b��R�2.1% ��ｲ���ｲ�都"�澱�

三条市 鼎r��R�19.7% ��������

柏崎市 涛r��R�6.7% ��ｲ���鼎"���

新発田市 鉄�紕R�6.5% ��ｲ����#r���

小千谷市 涛ゅ2R�3.5% ��ｲ���������

加茂市 田ゅ３�5.3% �����������

十日町市 涛"纈R�5.1% ����ｲ����#B�

見附市 涛�絣R�1.7% ��ｲ���釘���

村上市 涛�縒R�5.4% ��ｲ����"���

燕市 鉄2�"R�10.2% ����鼎"���

糸魚川市 涛"紕R�6.5% ��ｲ���ｲ�����#b�

妙高市 塔B纈R�5.7% ��ｲ���������

五泉市 田r綯R�12.4% �4b�剴�����

上越市 都偵bR�9.7% ��ｸ���ｲ�剴釘�迭�

阿賀野市 塔�繧R�4.2% �2�亦�����

佐渡市 都2紕R�10.4% �2����������

魚沼市 涛偵bR�0.8% 白ｲ�+X6ﾒ���迭���

南魚沼市 涛B��R�5.7% ����ｲ����#��

胎内市 涛ゅ2R�0.9% �+���������

聖寵町 涛偵rR�0.0% ��������

弥彦村 涛偵３�0.0% ��������

田上町 鉄�綯R�18.7% ��ｲ����#R���

阿賀町 涛ゅRR�7.8% �����ｲ��"���

出雲崎町 涛偵BR�9.5% 唸�ｲ��������

湯沢町 涛B紕R�8.0% ��������

津南町 涛r�"R�1.6% ��ｲ���釘���

刈羽村 涛偵�R�73.5% ����ｲ����"�

関川村 涛ゅRR�7.9% 咼｢�������

粟島浦村 ������R� ��������

計 塔��2R�5.3% �#��唐�田湯�塔B�

※浄化槽整備事業の対象地域､補助金額等は市町村により異なりますL,

下
水
道
､
集
落
排
水
､
浄
化
槽
等
の

汚
水
処
理
施
設
の
整
備
状
況
を
あ
ら
わ

す
汚
水
処
理
人
口
普
及
率
の
平
成

二
十
二
年
度
末
の
実
績
は
県
全
体
で

八
十
一
･
三
%
､
う
ち
浄
化
槽
は
五
･

三
%
と
な
っ
て
い
ま
す
｡
平
成
二
十
一

年
度
末
実
績
と
比
べ
て
､
そ
れ
ぞ
れ
､

一
⊥
ハ
ボ
イ
ン
ー
増
､
〇
･
一
ポ
イ
ン
ト

増
と
な
っ
て
お
り
､
年
々
普
及
が
進
ん

で
お
-
ま
す
｡

浄
化
槽
整
備
に
お
け
る
市
町
村
事
業

と
し
て
は
'
設
置
し
た
個
人
に
補
助
金

を
交
付
す
る
｢
個
人
設
置
型
｣
と
市
町

村
自
ら
が
整
備
を
行
う
｢
市
町
村
設
置

型
｣
が
あ
-
'
現
在
､
個
人
設
置
型
は

二
十
一
市
町
村
､
市
町
村
設
置
型
は
八

市
町
村
が
実
施
し
て
い
ま
す
｡

ま
た
'
五
市
で
単
独
処
理
浄
化
槽
の

撤
去
費
用
も
対
象
と
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
｡

な
お
'
平
成
二
十
二
年
度
の
整
備
実

績
　
(
全
県
)
　
は
'
個
人
設
置
型
で

六
百
九
十
九
基
'
市
町
村
設
置
型
で

八
十
四
基
､
計
七
百
八
十
三
基
と
な
っ

て
い
ま
す
｡

単
独
処
理
浄
化
槽
か
ら
の
転
換
も
含

め
'
効
果
的
な
浄
化
槽
の
整
備
が
図
ら

れ
る
よ
う
'
国
の
補
助
事
業
の
動
向
等

も
注
視
し
っ
つ
'
市
町
村
と
連
携
･
協

力
し
て
ま
い
り
ま
す
｡



(3)NJSK　浄化槽にいがた

新潟会場講習会

少をい資源とエネルギーで水環虜を守る

7=j'1LI--/

美しい水を守る

7=j■7′I--/ =業株式会社
新潟営業所/〒950-0813　新潟市乗区大形本町5-12-32
TELO25-27ト8668　FAXO25･271-8575

本社/名古屋　支店･営業所/全国43ヶ所　http //wwwf川ICleancojp/

庶設単数浄化槽の合併麻顔に対応
●場所をとらない省スペース･浅埋型(高さ1,570mm)だから単独浄

化槽からの転換もスムーズo従来品(CE,5)に比べ設置面積は約730/0.

●流人管底310mm､放流管底360mmのレイアウトフリー設計で設置

エリアの自由度が広がります｡

●従来品(CE-5)に比べ､残土処分量は約70%｡

水環虜改善に貢戯する高度処理
●BOD15mg/8以下　S SIOmg/9以下　T-N20mg/t2以下

(財)日本建築センターによる性能評価値

●BOD15mg/B以下は下水道放流水質基準値と同程度ですo

低炭素化社会の膚薬に寄与
●環境省の省エネ基準を?リアした高機能プロワ採用o

●製造から施工までのCO2排出量は従来品(CE-5)に比べ約80%｡

さ
か
な

小
さ
い
魚
見
つ

子
供
た
ち
が
水
ま
み
れ

泥
ま
み
れ
に
な
っ
て
遊
ぶ
こ
と
の
で
き
る
'

生
物
に
あ
ふ
れ
た
小
川
や

水
辺
の
回
復
を
目
指
し
ま
す
｡

当
事
業
は
新
潟
県
よ
り
当
協
会
へ
の
補
助
事
業
で

あ
り
､
毎
年
多
く
の
関
係
者
が
参
加
さ
れ
る
研
修
会

で
あ
る
｡

今
年
度
も
三
会
場
に
て
研
修
会
が
開
催
さ
れ
'
総

勢
二
七
名
が
研
修
を
受
け
た
｡

佐
渡
会
場

開

　

催

会

　

場

参
加
者

内

　

容

平
成
二
十
三
年
十
l
月
十
日
　
(
木
)

佐
渡
市
｢
八
幡
館
｣

四
十
五
名

｢
小
型
･
中
型
合
併
浄
化
槽
の
施
工
及
び
'
維

持
管
理
に
つ
い
て
｣

前
揮
化
成
工
業
㈱
　
開
発
設
計
部

住
器
設
計
課
　
山
口
計
氏

新
潟
会
場

開

　

催

会

　

場

参
加
者

長
岡
会
場

開

　

催

会

　

場

参
加
者

平
成
二
十
三
年
十
一
月
二
十
八
日
(
月
)

東
北
電
力
ビ
ッ
グ
ス
ワ
ン
　
｢
会
議
室
8
｣

三
十
二
名

平
成
二
十
三
年
十
一
月
二
十
九
日
(
火
)

長
岡
市
立
劇
場
｢
大
会
議
室
｣

四
十
名

内
　
容
　
｢
新
潟
県
の
浄
化
槽
に
つ
い
て
｣

新
潟
県
県
民
生
活
･
環
境
部
　
廃
棄
物
対
策
課

資
源
循
環
推
進
係
　
主
任
　
鹿
田
由
紀
氏

｢
浄
化
槽
の
施
工
に
つ
い
て
｣

全
国
浄
化
槽
推
進
市
町
村
協
議
会

主
任
　
加
藤
雅
男
氏

以
上
の
講
演
が
有
-
参
加
者
に
は
大
変
有
意
義
な
研
修

会
で
あ
っ
た
｡



NJSK　浄化槽にいがた(4)

2　人的･建物被害の状況

(新潟県地震災害対策本部9月9日現在)

人的被害り＼) 劔住家被害(柿) 劔儖��彿Nﾘ･��8�?���

死者 俎9_ｲ�W9F��"�重傷者 佗傚ﾘ�"�全壊 僵ﾈ�2�一部 損壊 冕��2��ｩ�R�床下 浸水 佰hｺB�ﾉｩZ��その他 

県全体 ���0 ���L14 �3��247 �"竄�#B�0 ���L19 都���

十日町市 �� ��9 �3��182 ����c�� ��39 �3#R�

津南町 �� ��27 優ﾂ�47 都��� �� �3�b�

上越1h~ �� ���3 �,"�18 ��途� ��658 

長岡市 �� �� �� �#B� �� ���

柏崎市 �� ��2 �� 途� ��ウ �2�

南魚沼市 �� ��3 �� 湯� ��ワ 迭�

※非住家被害には､ JiJ校や病院施設の被害は含まれない〔

全
浄
連
は
､
三
月
十
一
日
の
東
日
本

大
震
災
　
(
長
野
県
北
部
を
震
源
と
す
る

地
震
を
含
む
)
　
で
被
害
を
蒙
っ
た
浄
化

槽
に
つ
い
て
､
〓
正
の
基
準
を
満
た
す

も
の
を
対
象
に
復
興
の
支
援
を
行
な
い

ま
し
た
｡

震
災
時
｢
全
浄
連
浄
化
槽
機
能
保

証
｣
　
の
保
証
年
満
了
前
で
'
最
大
震
度

六
弱
以
上
の
市
町
村
に
お
い
て
被
害
を

受
け
た
浄
化
槽
本
体
　
(
入
替
え
新
設
は

除
-
)
　
を
対
象
と
す
る
も
の
で
す
｡

本
県
で
は
､
対
象
と
な
る
十
日
町

市
､
津
南
町
に
つ
い
て
'
十
日
町
支
部

の
ご
協
力
を
得
て
調
査
し
'
条
件
に
該

当
し
た
一
基
に
つ
い
て
､
全
浄
連
の
支

援
の
元
に
当
協
会
か
ら
修
補
費
用
の
1

部
を
補
助
し
ま
し
た
｡

全
浄
連
へ
の
報
告
書
の
概
要
は
次
の

と
お
-
で
す
｡

｢
事
業
実
施
状
況
報
告
書
｣
の
概
要

-
　
調
査
及
び
被
害
の
状
況

-
　
地
震
の
発
生
及
び
調
査
開
始

平
成
二
十
三
年
三
月
十
二
日
　
(
土
)

午
前
三
時
五
十
九
分
頃
'
長
野
県
北
部

を
震
源
と
す
る
強
い
地
震
が
あ
っ
た
｡

こ
の
地
震
は
､
前
日
　
(
三
月
十
一
日
)

午
後
二
時
四
十
六
分
頃
に
発
生
し
た

｢
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
｣
　
か
ら
間

も
な
い
も
の
で
あ
-
､
新
潟
県
内
で
も

人
的
被
害
及
び
建
物
等
の
被
害
が
発
生

し
た
｡当
協
会
で
は
'
全
国
浄
化
槽
団
体
連

合
会
か
ら
の
通
知
を
受
け
て
'
浄
化
槽

機
能
保
証
制
度
と
の
関
連
で
浄
化
槽
被

害
の
状
況
を
調
査
し
た
｡

2
　
調
査
対
象
及
び
調
査
方
法

震
度
六
弱
の
十
日
町
市
､
津
南
町
に

お
け
る
機
能
保
証
浄
化
槽
　
(
可
能
な
範

囲
で
そ
れ
以
外
の
浄
化
槽
も
)
　
を
対
象

に
､
当
協
会
十
日
町
支
部
会
員
　
(
施
工

業
者
'
保
守
点
検
業
者
)
　
が
現
地
調
査

を
実
施
し
た
｡

3
　
浄
化
槽
の
被
害
状
況
調
査

①
実
施
期
間
　
平
成
二
十
三
年
三
月

二
十
四
日
～
六
月
二
十
九
日

②
調
査
基
数

保
証
対
象
浄
化
槽
五
十
五
基
ほ
か

計
九
十
一
基
(
調
査
費
支
出
対
象
基
数
)

③
実
施
者

当
協
会
会
員
　
(
十
日
町
支
部
)

④
被
害
状
況

･
浄
化
槽
本
体
の
異
常
　
四
基
　
(
保

証
登
録
浄
化
槽
一
基
'
そ
れ
以
外

三
基
)

･
浄
化
槽
入
替
え
　
七
基
　
(
保
証
登

録
浄
化
槽
四
基
'
そ
れ
以
外
三
基
)

･
浄
化
槽
以
外
　
(
配
管
等
)
　
の
異
常

三
十
二
基
　
(
保
証
登
録
浄
化
槽
八

基
'
そ
れ
以
外
二
十
四
基
)

⑤
補
助
金
交
付
浄
化
槽
一
基

中
魚
沼
郡
津
南
町
上
郷
寺
石

穴
山
集
落
開
発
セ
ン
タ
ー
　
七
人
槽

※
補
助
採
択
条
件
‥
浄
化
槽
機
能
保
証
登

録
浄
化
槽
で
使
用
開
始
日
か
ら
五
年
以

内
で
あ
る
こ
と
｡
浄
化
槽
の
入
替
え
'
浄

化
槽
本
体
以
外
(
配
管
等
)
　
は
対
象
外
｡

I
　
｢
長
野
県
北
部
を
震
源
と
す
る
地

震
｣
　
の
概
要
及
び
被
害

-
　
地
震
の
概
要

(
新
潟
県
地
震
災
害
対
策
本
部
発
表
)

侶
発
生
日
時
　
平
成
二
十
三
年
三
月

十
二
日
　
午
前
三
時
五
十
九
分
頃

価
震
源
地
　
長
野
県
北
部

㈱
震
源
の
深
さ
･
規
模
　
八
k
m
･
マ
グ

ニ
チ
ュ
ー
ド
六
･
七

㈲
県
内
の
主
な
震
度

(
震
度
六
弱
以
上
)

※
震
度
六
弱
以
上
が
こ
の
度
の
補
助
対
象

震
度
六
弱
‥
十
日
町
市
'
津
南
町

(
震
度
五
強
以
下
)

震
度
五
強
‥
上
越
市

震
度
五
弱
‥
長
岡
市
'
柏
崎
市
'
出

雲
崎
町
､
湯
沢
町
'
刈

羽
村
､
南
魚
沼
市

【
参
考
】
長
野
県
内
の
震
度

震
度
六
強
‥
栄
村

震
度
五
弱
‥
野
沢
温
泉
村
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S tand!a F-蜜湧

◎シンプル処理方式

◎スモール&ストロングボディー
◎全高を低く抑えた浅型設計
◎プロワ1台･タイマー不要
◎空気配管1系統
◎槽内落差50mm

◎環境省｢省エネ基準｣対応
◎窒素除去タイプ

'･.'.'he. -･P

-160mm

J従来型との寸法比較イメージ図
(5人槽)

2.5 00m｡.

-270mm

5.7.1 0人格

SMCプレス(5.7人槽)

全浄協登録

型式適合認定

BOD 20mg/A

T-N 20mg〟

SS 15mg/A

畠監アムズ#,i会社
新潟営業所　TEL 025-285-0331 FAX 025-285-2249

■フローシート

BOD 200mg/A

トN　50mg/A

SS 160mg/A

平
成
二
十
三
年
度
の
県
と
の
意
見
交

換
会
が
'
十
月
三
十
一
日
午
後
一
時
半

よ
り
｢
新
潟
県
ト
ラ
ッ
ク
総
合
会
館
｣

四
階
四
〇
一
研
修
室
に
て
開
催
さ
れ
ま

し
た
｡
新
潟
県
か
ら
は
'
安
中
課
長
･

本
山
課
長
補
佐
･
小
林
係
長
･
簾
田
主

任
･
石
黒
主
任
の
五
名
の
方
に
出
席
い

た
だ
き
､
協
会
か
ら
は
会
長
他
二
十
五

名
が
出
席
し
行
政
か
ら
の
説
明
､
提
言

に
対
し
て
意
見
交
換
'
質
疑
応
答
を
行

い
ま
し
た
｡

行
政
説
明
に
つ
い
て
は
､
汚
水
処
理

行
政
の
現
状
と
新
潟
県
汚
水
処
理
施
設

整
備
構
想
に
つ
い
て
詳
細
な
説
明
が
な

さ
れ
ま
し
た
｡

｢
汚
水
処
理
人
口
の
普
及
状
況

平
成
二
十
二
年
度
末
の
新
潟
県
数
値

普
及
率
　
八
二
三
%

内
訳
　
下
水
道
　
　
六
七
⊥
ハ
%

農
集
排
　
　
　
八
･
三
%

合
併
浄
化
槽
　
五
二
二
%

年
間
一
･
五
%
前
後
の
伸
び

県
内
市
町
村
別
状
況

汚
水
処
理
人
口
普
及
率
上
位

粟
島
浦
村
･
弥
彦
村
･
聖
寵
町

合
併
浄
化
槽
普
及
上
位

三
条
市
･
田
上
町
･
五
泉
市

汚
水
処
理
人
口
普
及
率
で
は
'
新
潟

県
は
全
国
平
均
に
は
達
し
て
い
な
い

状
況
｡

二
､
新
潟
県
汚
水
処
理
施
設
整
備
構
想

新
潟
県
で
は
､
平
成
二
年
度
に
｢
新

潟
県
下
水
道
整
備
長
期
構
想
｣
を
､
平

成
十
二
年
度
に
は
下
水
道
に
加
え
､
そ

の
他
の
汚
水
処
理
も
含
め
た
｢
新
潟
県

下
水
道
等
汚
水
処
理
施
設
整
備
長
期
構

想
｣
を
策
定
し
､
計
画
的
に
整
備
を
進

め
て
き
ま
し
た
｡

し
か
し
'
社
会
情
勢
が
大
き
-
変
化

し
た
こ
と
か
ら
､
従
来
の
計
画
で
は
地

域
の
実
情
に
合
わ
な
-
な
っ
て
き
た
た

め
'
住
民
ニ
ー
ズ
､
将
来
人
口
'
施
設

の
整
備
状
況
等
の
地
域
の
実
情
を
踏
ま

え
'
新
た
な
整
備
目
標
を
と
-
ま
と
め

ま
し
た
｡

今
後
は
'
新
構
想
に
基
づ
い
て
計
画

的
に
整
備
を
進
め
ま
す
｡

･
平
成
三
十
年
度
末
ま
で
に
着
実
な
整

備
が
見
込
め
る
区
域
の
明
確
化

･
地
域
に
と
っ
て
最
適
な
汚
水
処
理
施

設
整
備
手
法
の
選
定

整
備
目
標

･
汚
水
処
理
人
口
普
及
率

平
成
二
十
一
年
度
末
実
績

七
九
･
七
%

平
成
三
十
年
度
末
目
標

九
二
〇
%

汚
水
処
理
人
口
は
'
平
成
二
十
一
年

度
末
実
績
一
九
〇
七
千
人
､
平
成
三
十

年
度
末
目
標
二
〇
四
一
千
人
と
定

め
た
｡

)

三
'
要
望
に
対
す
る
回
答
　
(
概
要
)

要
望
　
浄
化
槽
法
定
検
査
に
つ
い
て
の

十
一
条
検
査
に
係
る
罰
則
に
つ
い
て

回
答
　
浄
化
槽
法
に
お
い
て
は
､
都
道

府
県
知
事
は
､
七
条
検
査
･
十
一
条
検

査
の
受
検
に
つ
い
て
指
導
･
助
言
を
行

う
こ
と
が
で
き
る
と
さ
れ
て
お
り
ま

す
｡
ま
た
､
検
査
を
受
検
し
て
い
な
い

浄
化
槽
管
理
者
に
対
し
て
は
'
生
活
環

境
の
保
全
及
び
公
衆
衛
生
上
必
要
が
あ

る
と
認
め
る
と
き
に
は
勧
告
を
'
こ
の

勧
告
に
従
わ
な
か
っ
た
と
き
は
第
七
条

の
二
第
三
項
又
は
第
十
二
条
の
二
第
三

項
に
基
づ
い
て
命
令
を
行
う
こ
と
が
で

き
る
と
さ
れ
て
お
り
ま
す
｡

法
は
こ
の
よ
う
な
形
と
な
っ
て
お
り

ま
す
が
､
全
国
的
に
も
､
勧
告
･
命
令

と
い
っ
た
厳
し
い
指
導
･
処
分
は
極
め

て
悪
質
な
少
数
の
例
に
と
ど
ま
っ
て
い

る
の
が
実
情
で
す
｡
こ
の
よ
う
な
状
況

の
中
で
新
潟
県
の
み
突
出
し
て
厳
し
い

対
応
を
行
う
こ
と
は
､
社
会
的
な
問
題

を
惹
起
す
る
懸
念
も
あ
-
'
未
受
検
者

に
対
し
て
は
､
ま
ず
は
助
言
･
指
導
の

徹
底
を
は
か
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
｡
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流　出　⊂:>

CXN型フローシート

Ld,600MH¢ 劔6qONHr 
甲=蚕=『一二=⊇ 劔【 劔 

E簡 �� �� �� ��l I � 

骨J写~ �� ��罐｢��R��x.ｲ�I 鳴�管 式∫ � 佇顋��� 

逮 取分tl (細管範) � 劔刪� 亀砂 姓気分lI (淵留缶) 

I I 偃������ 

C X N型処理工程図

流入-+

流入砂

〔JH｡　｢BODIO標準化宣言｣

ニッコー小規模浄化槽浄化王型

‥~:言~=

N書式K 0 伝 0 Cl .i O

担体流動生物ろ過循環方式

l全浄協登- I

型式 ��(嶌咤ﾓXﾅ��浄化王-7型 ��(嶌咤ﾓ��ﾅ��

人格 迭�7 ����

総容量 (m3) �"���R�2.944 釘�##b�

全長 (mm) ������2580 �#�3��

全幅 (mm) ���3����C���

全高 (mm) ��c���

本体井I (kg) ��唐�252 �3C��

本体価格 (鞄iLみ.円) 鉄srﾃS���808,500 ����SR�����

高度処理性能をコンパクト型でついに実現

･従来品と比べてもさらに軽量化

コンパクト化

･プロワ配管を1本化

放流水質 

BOD ���ﾖr�決屬�

T-N �#�ﾖx�ﾄﾈ決屬�

SS ���ﾖr�決屬�

･流入一流出　管底差40mm

･放流ポンプ槽一体型もご用意

･支柱レス施工可能

( FRP評定取得　車両総重量2t以下の駐車場)

ニッコー株式会社　　　　住設環境機器事業部新潟営業所

http://www.nikko-company.coJp　　　　新潟市中央区親松136-1 TEL 025(283)5010　FAX 025(283)5215

新
規
浄
化
槽
の
耕
介

Q
&
A
シ
リ
ー
ズ
　
(
帆
l
l
)

嫌
気
分
離
接
触
ろ
床
方
式

ア
ム
ズ
c
X
N
型
5
･
7
･
1
 
0
人
槽

設
置
が
可
能
で
す
｡
し
か
も
浅
型
設
計

な
の
で
掘
削
工
事
の
作
業
性
･
安
全
性

が
高
-
'
地
下
水
位
の
高
い
現
場
に
も

最
適
で
す
｡
又
t
 
c
x
W
型
の
強
敵
な

ス
ー
ロ
ン
グ
ボ
デ
ィ
を
継
承
し
た
タ
ン

ク
は
既
設
単
独
浄
化
槽
の
合
併
転
換
に

も
十
分
対
応
で
き
る
サ
イ
ズ
で
す
｡

機
械
的
な
ト
ラ
ブ
ル
が
少
な
-
'
タ

イ
マ
ー
の
設
定
が
不
要
な
の
で
メ
ン
テ

ナ
ン
ス
性
が
向
上
し
ま
す
｡
し
か
も
空

気
配
管
が
一
系
統
で
施
工
性
が
良
-
'

誤
接
合
の
心
配
も
あ
-
ま
せ
ん
｡

c
x
N
型
の
ブ
ロ
ワ
ー
は
省
エ
ネ
タ

イ
プ
で
電
気
代
が
安
価
で
す
｡
ま
た
環

境
省
の
進
め
る
低
炭
素
社
会
対
応
型
浄

化
槽
推
進
事
業
の
｢
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
タ

イ
プ
の
浄
化
槽
｣
　
に
合
致
し
ま
す
｡

c
x
N
型
は
窒
素
除
去
性
能
　
(
T
-

N
2
0
m
g
/
旦
)
　
を
有
す
る
高
度
処
理

型
浄
化
槽
と
し
て
全
浄
協
に
登
録
し
､

水
環
境
の
保
全
に
貢
献
で
き
ま
す
｡

c
x
N
型
が
採
用
す
る
　
｢
嫌
気
分
離

接
触
ろ
床
方
式
｣
は
非
常
に
シ
ン
プ
ル

な
処
理
方
式
で
す
｡
わ
か
-
や
す
い
構

造
と
難
し
い
操
作
を
排
除
し
た
設
計
は

新
し
い
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
と
し
て
安
心
し

て
ご
使
用
頂
け
ま
す
｡

触
ろ
床
槽

気
分
離
槽

c
x
N
型
は
従
来
の
嫌
気
ろ
床
接
触

ば
っ
気
方
式
に
比
べ
少
容
量
で
サ
イ
ズ

㈱
　
が
コ
ン
パ
ク
-
で
狭
い
ス
ペ
ー
ス
へ
の

液
分
離
槽
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上越会場　平成24年2月20日(月)

上越市市民プラザ

アムズ㈱/㈱ハウステック

長岡会場　平成24年2月21日(火)

長岡市立劇場

アムズ㈱/(柵ハウステック

新潟会場　平成24年2月23日(木)

新潟県トラック会館

ニッコー欄/フジグノーン工業(棉

十
一
月
八
日
開
催
の
自
由
民
主
党
新

潟
市
議
会
議
員
連
盟
と
の
意
見
交
換
会

に
当
協
会
副
会
長
二
名
と
事
務
局
長
が

出
席
し
ま
し
た
｡

橋
田
憲
司
会
長
'
佐
藤
幸
雄
政
務
調

査
会
長
他
の
方
々
に
小
田
島
会
長
名
の

要
望
書
に
つ
い
て
説
明
し
､
合
併
浄
化

槽
の
普
及
促
進
と
浄
化
槽
の
適
正
管

理
､
法
定
検
査
の
受
検
率
向
上
及
び
新

潟
市
公
設
浄
化
槽
制
度
の
整
備
区
域
の

拡
大
等
､
事
業
の
一
層
の
推
進
に
つ
い

て
支
援
を
お
願
い
致
し
ま
し
た
｡

自
由
民
主
党
新
潟
県
支
部
連
合
会
へ

は
､
十
一
月
十
八
日
､
予
算
編
成
に
あ

た
っ
て
の
県
費
補
助
金
の
確
保
に
つ
い

て
の
要
望
を
､
会
長
､
副
会
長
二
名
と

事
務
局
長
の
四
名
で
自
由
民
主
党
新
潟

県
補
助
事
業
で
あ
る
｢
浄
化
槽
業
務

従
事
者
研
修
会
｣
を
今
年
度
も
左
記
の

日
程
で
開
催
い
た
し
ま
す
｡

今
年
度
は
｢
浄
化
槽
の
構
造
と
機
能

及
び
維
持
管
理
｣
　
に
つ
い
て
各
メ
ー

カ
ー
よ
り
説
明
し
て
い
た
だ
き
ま
す
｡

詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
'
同
封
い
た

し
ま
し
た
研
修
会
開
催
案
内
を
ご
覧
下

さ
い
｡

当
協
会
上
越
支
部
支
部
長
と
し
て
､

協
会
及
び
業
界
の
発
展
に
貢
献
さ
れ
ま

し
た
山
本
昭
八
氏
　
(
㈲
上
越
浄
化
槽
管

理
セ
ン
タ
ー
代
表
取
締
役
会
長
)
　
が
､

病
気
療
養
中
の
と
こ
ろ
'
平
成
二
十
三

年
十
月
三
十
一
日
　
(
享
年
七
十
八
歳
)

ご
逝
去
さ
れ
ま
し
た
｡

ご
冥
福
を
心
よ
-
お
祈
-
い
た
し
ま

す
｡

県
支
部
連
合

会
尾
身
孝
昭

政
務
調
査
会

長
に
要
望
し

ま
し
た
｡

合
併
浄
化

槽
の
普
及
促

進
等
の
啓
発

事
業
や
研
修

事
業
に
つ
い

て
の
一
層
の

支
援
を
お
願

い

致

し

ま

し
た
｡

理
事
会
･
予
算
総
会

平
成
二
十
四
年
三
月
十
五
日
(
木
)

新
潟
ー
ラ
ッ
ク
会
館

第
十
三
期
通
常
総
会

平
成
二
十
四
年
五
月
二
十
三
日
(
水
)

新
潟
東
映
ホ
テ
ル

〕

昨
年
､
日
本
は
東
北
大
震
災
と
い
う

大
き
な
悲
劇
に
見
舞
わ
れ
た
が
､
こ
れ

を
き
っ
か
け
に
私
達
は
幸
福
に
つ
い
て

考
え
'
豊
か
さ
と
は
何
か
を
見
つ
め
直

す
機
会
に
も
な
っ
た
と
思
う
｡
震
災
前

ま
で
は
'
人
と
の
関
わ
-
よ
-
個
人
を

重
ん
じ
る
傾
向
が
進
み
､
孤
立
化
が
深

刻
に
な
っ
て
幸
福
度
を
下
げ
て
い
た
｡

昨
年
の
漢
字
に
｢
杵
｣
が
選
ば
れ
た
様

に

'

コ

ミ

ュ

ニ

ケ

ー

シ

ョ

ン

の

大

切

さ
'
人
と
人
と
の
結
び
つ
き
の
尊
さ
が

い
か
に
必
要
な
も
の
か
気
づ
か
さ
れ

た
｡
平
成
二
十
四
年
は
､
復
興
の
年
で

あ
り
'
杵
を
よ
り
深
め
る
年
で
あ
-
ま

す
｡
こ
の
一
年
間
､
l
人
ひ
と
-
が
他

者
を
支
え
助
け
合
い
の
心
を
も
っ
て
行

動
す
る
事
が
日
本
を
よ
-
幸
せ
に
L
t

復
興
の
原
動
力
に
な
っ
て
い
-
も
の
と

思
わ
れ
ま
す
｡
が
ん
ば
ろ
う
　
日
本
-
･

(
山
田
)


